
摂食・嚥下リハビリテーションと栄養ケアセミナー
嚥下調整食のリスク管理と栄養指導の実践

日本医療企画　嚥下セミナーくわしくは

第8回

講演1：在宅で管理栄養士に望む栄養指導のあり方 菊谷　武先生（口腔リハビリテーション多摩クリニック院長）
講演2：在宅での摂食嚥下障害患者への栄養指導の実際 中村育子先生（福岡クリニック在宅部栄養課課長）
講演3：摂食嚥下障害の病態と嚥下調整食 藤島一郎先生（浜松市リハビリテーション病院院長）
講演4：嚥下調整食のリスク管理 栢下　淳先生（県立広島大学教授）

【お問い合わせ・お申し込み先】　株式会社日本医療企画　TEL03-3256-2885（担当：平山・原田）

2018年度診療報酬・介護報酬同時改定に備える！

会　場：大和ハウス工業株式会社東京本社2階
　　　　（東京都千代田区飯田橋3-13-1）

参加費：会員：3,000円（税込）、その他一般：5,000円
定　員：300人　※定員になり次第、締め切らせていただきます。
主　催：『ヘルスケア・レストラン』『栄養経営エキスパート』

※本セミナーへの参加により、日本摂食嚥下リハビリテーション
　学会認定士の単位を最大20単位まで取得できます。

来年度のW改定では、在宅に向けた取り組みが高く評価され
ることが予想されます。本セミナーは、在宅を見据え具体的にど
のような栄養指導を実践すべきか、摂食嚥下リハビリテーション
の領域でご活躍されている方々にご講演をいただきます。11月4日（土）10：00～15：30

お問い合わせ先／一般社団法人 日本栄養経営実践協会 事務局　TEL.03-5289-7021　FAX.03-5289-7022　http://nutrition-management.jp

●発　行／一般社団法人
 日本栄養経営実践協会 
 （JANMP）
〒101-0042
東京都千代田区神田東松下町17
もとみやビル3階
●制　作／株式会社日本医療企画
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栄養経営士のための情報紙

Nutritional Management
Expert News

　

今
年
の
基
礎
講
習
も
、

栄
養
経
営
の
基
礎
知
識
や

栄
養
経
営
士
と
し
て
の
姿

勢
を
説
く
、
宮
澤
靖
代
表

理
事
に
よ
る
講
義
が
中
心

と
な
っ
た
。
栄
養
部
門
の

現
状
分
析
、
目
標
達
成
に

向
け
た
実
践
的
ア
プ
ロ
ー

チ
、
ア
ウ
ト
カ
ム
分
析
、

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
病

態
の
把
握
能
力
な
ど
、
栄

養
経
営
の
視
点
を
養
う
た

め
の
講
義
が
、
丸
1
日
を

か
け
て
行
わ
れ
た
。

「
栄
養
部
門
が
経
営
に
ど

う
寄
与
し
て
い
る
か
と
い

う
視
点
で
業
務
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
た
」、「
病

態
把
握
の
知
識
を
も
っ
と

全
国
６
か
所
で
基
礎
講
習
を
開
催
、１
３
８
人
が
受
講

講
習
修
了
者
の
累
計
は
１
３
０
１
人
に
！

　

６
月
25
日
に
札
幌
会
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
１
７
年
度「
栄
養
経
営
士
」資
格
認
定
基
礎
講
習（
以
下
、基
礎
講
習
）。札

幌
、東
京
、名
古
屋
、金
沢
、大
阪
、福
岡
と
全
国
６
会
場
で
開
催
し
、１
３
８
人
が
受
講
し
た
。

　

同
講
習
は
２
０
１
５
年
に
ス
タ
ー
ト
。３
年
間
で
会
場
受
講
修
了
者
の
累
計
は
１
０
８
３
人
と
な
っ
た
。Ｄ
Ｖ
Ｄ
受
講
者
と
合

わ
せ
た
基
礎
講
習
修
了
者
の
累
計
は
１
３
０
１
人
に
上
る
。

　

基
礎
講
習
修
了
者
が
栄
養
経
営
士
と
な
っ
て
活
躍
し
始
め
た
こ
と
で
、栄
養
経
営
の
考
え
方
が
、医
療
・
介
護
業
界
に
少
し

ず
つ
広
が
り
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。深

め
る
必
要
性
を
感
じ

た
」
─
─
な
ど
、
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
っ
た
視
点
を

持
つ
こ
と
で
、
管
理
栄
養

士
と
し
て
前
進
す
る
き
っ

か
け
を
つ
か
む
参
加
者
も

多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

　

会
場
受
講
で
は
、
宮
澤

代
表
理
事
か
ら
直
接
講
義

を
受
け
ら
れ
る
の
が
何
よ

り
の
魅
力
。
時
に
は
宮
澤

代
表
理
事
か
ら
意
見
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

ど
こ
の
会
場
も
、
参
加
者

た
ち
の
熱
気
、
緊
張
感
、

そ
し
て
一
体
感
で
あ
ふ
れ

て
い
た
。

　

こ
の
３
年
間
（
２
０
１

５
～
２
０
１
７
年
）
で
、

会
場
受
講
修
了
者
の
累
計

は
１
０
８
３
人
と
な
っ

た
。
栄
養
経
営
の
視
点
を

身
に
付
け
た
管
理
栄
養
士

の
増
加
は
、
栄
養
業
界
全

体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で

あ
ろ
う
。
11
月
26
日
に
は

第
５
回
「
栄
養
経
営
士
」

◆2017年度基礎講習修了者数

２０１７年度「栄養経営士」資格認定基礎講習終了
会場受講者、累計１０００人を突破！

資
格
認
定
試
験
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
来
年
６
月
の

試
験
日
程
も
決
ま
っ
た
。

基
礎
講
習
を
受
講
し
た
だ

け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て

は
も
っ
た
い
な
い
。
基
礎

講
習
修
了
者
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
、
栄
養
経
営
士
へ
の

挑
戦
を
！

2017年度基礎講習修了者  249人

札幌
（6月25日）
12人

東京
（7月1日）
38人

名古屋
（7月2日）
15人

金沢
（8月5日）
9人大阪

（8月6日）
35人

福岡
（9月30日）
29人

基礎講習修了者累計

会場受講者数	 1,083人
DVD受講者数	 218人

修了者累計	 1,301人

「栄養経営士」資格認定試験
第5回試験
11月26日（日）

※受験エントリー受付終了

第6回試験
2018年	6月10日（日）
受験エントリー期間（予定）
2018年	3月16日～5月11日

宮澤靖代表理事からメッセージ

　これまで、管理栄養士にとって「栄養経営」
という考え方はあまり馴染みのないものでした。
それを、こんなにも多くの方に受け入れていた
だき、また、企業の皆さまが法人賛助会員など
の形で支えてくださったことに、とても感謝しています。
　少子高齢化が加速していますが、高齢化は患者の増加に直結し、
少子化は納税者の減少につながります。これまでのように薬に頼って
ばかりでは、財政破綻は目に見えています。厚労省も「医薬品から食
品へ」と言っているとおり、医療費削減のカギは「栄養」にあると考え
ます。われわれ管理栄養士は、その一翼を中心となって担うことができ
る職種なのです。
　栄養経営士の育成の柱は、「マネジメント力の養成」と「患者を診る
臨床能力の向上」の2つです。ビジョンを持って計画的に栄養部門を
運営し、臨床能力を備え、力ある若手を育てていける管理栄養士。そ
れが、栄養経営士です。
　基礎講習を修了した皆さんは、これからの医療介護を支えていく人
材として、スタートラインに立った方々です。必要な人が、必要なとき
に、きちんと栄養サポートを受けられる社会を、共に築いていきましょう！

会場受講者数
 138人
DVD受講者数（1月1日～9月30日）

 111人

栄養経営の視点で、
医療介護を支える
管理栄養士をめざそう！
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ヘルスケア・レストラン特別セミナーで経口摂取の実践を学ぼう！
経口摂取の実現に向けて地域で輝く経口摂取の実現に向けて地域で輝く

いま求められる管理栄養士のスキルと知識いま求められる管理栄養士のスキルと知識いま求められる管理栄養士のスキルと知識

【お問い合わせ・お申し込み先】　株式会社日本医療企画　TEL03-3256-2885（担当：平山）

日本医療企画　栄養経営セミナーまたは

～急性期と在宅における高齢者の栄養管理～ in 盛岡

アイーナ いわて県民情報交流センター
（岩手県盛岡市盛岡駅西通1-7-1）　JR・IGR「盛岡駅」より徒歩4分

会　場

日本栄養経営実践協会会員：3,000円（税込）
その他一般：5,000円（税込）

参加費

テーマ：在宅高齢者の栄養障害と栄養管理のポイント（仮）
講　師：中村 育子先生（福岡クリニック在宅部栄養課課長）

講演１

テーマ：在宅訪問栄養指導と地域における多職種連携（仮）
講　師：塩野崎淳子先生（むらた日帰外科・WOCクリニック・在宅訪問管理栄養士）

講演２

※開催日や講師、内容等はすべて予定です。都合により変更する場合があります
　のでご了承ください。

11月23日（木・祝）
13：00～16：30（予定）

栄
養
経
営
士
ス
ペ
シ
ャ
ル
鼎
談

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
で
ど
う
変
わ
る
？

―
―
ま
ず
は
、
皆
様
の
所

属
施
設
の
ご
紹
介
を
お
願

い
し
ま
す
。

森　
私
が
在
籍
し
て
い
る

の
は
、
７
０
０
床
を
擁
す

る
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医

療
セ
ン
タ
ー
で
、
が
ん
と

心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
や

外
傷
な
ど
の
救
急
患
者
の

治
療
を
中
心
に
し
た
超
急

性
期
医
療
を
提
供
し
て
い

急
性
期
病
院・老
健・特
養
に
お
け
る

栄
養
管
理
の
課
題
と
ア
ウ
ト
カ
ム

　

来
年
４
月
、診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
が
行
わ
れ
る
。こ
の
改
定
で
は
、「
医
療
と
介
護
の
連
携
の
も
と
に
、在
宅
で
療
養
し
て
い
る
高

齢
者
に
対
す
る
取
り
組
み
を
重
視
す
る
」内
容
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
で
、病
院
や
高
齢
者
施
設
に
勤
務
す
る
管
理
栄
養
士
に
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
？

　

急
性
期
病
院
、介
護
老
人
保
健
施
設（
老
健
）、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
特
養
）に
勤
務
す
る
3
人
の
栄
養
経
営
士
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
い
た
。

医療法人社団伊純会グループ
介護老人保健施設スカイ 管理栄養士
日本栄養経営実践協会関東支部理事

阿部 咲子さん

ま
す
。
急
性
疾
患
の
患
者

さ
ん
が
多
い
当
セ
ン
タ
ー

で
す
が
、
そ
の
多
く
は
高

齢
者
で
あ
り
、
低
栄
養
状

態
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

方
々
は
術
後
、
予
後
が
悪

く
な
る
こ
と
が
多
い
の
で

早
期
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
介
入
が

課
題
で
す
。

阿
部　
当
施
設
は
入
所
１

４
２
床
、
通
所
１
日
37
床

の
老
健
で
す
。
毎
月
の
在

宅
復
帰
率
は
、
３
割
か
ら

５
割
を
推
移
し
て
い
ま

す
。
当
施
設
に
入
所
さ
れ

る
方
の
約
９
割
が
急
性
期

病
院
か
ら
の
紹
介
で
す
。

森
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

と
お
り
、
急
性
期
病
院
か

ら
入
所
さ
れ
る
方
は
も
と

も
と
栄
養
状
態
が
悪
い
う

え
、
周
術
期
に
寝
た
き
り

に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
が
進
行
し
、

重
症
な
栄
養
状
態
で
紹
介

さ
れ
て
き
ま
す
。
経
口
摂

取
や
自
力
排
泄
が
難
し
い

方
も
多
く
、
そ
う
し
た

方
々
を
ど
う
ケ
ア
し
て
在

宅
復
帰
し
て
い
た
だ
く

か
、
難
し
い
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

大
久
保　
当
施
設
は
80
床

の
特
養
で
す
。
５
年
前
か

ら
看
取
り
ケ
ア
を
行
っ
て

お
り
、
年
間
20
名
前
後
が

退
所
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
の
４
分
の
３
が
施
設

内
で
の
看
取
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で

栄
養
管
理
の
ゴ
ー
ル
を
ど

う
設
定
し
て
い
ま
す
か
？

森　
当
セ
ン
タ
ー
の
平
均

在
院
日
数
は
14
日
程
度
で

す
。
こ
の
期
間
で
ほ
と
ん

ど
の
患
者
さ
ん
が
侵
襲
性

の
高
い
手
術
を
受
け
て
退

院
さ
れ
ま
す
。
当
然
で
す

が
、
術
後
は
高
度
侵
襲
を

受
け
て
異
化
亢
進
し
、
栄

養
状
態
が
低
下
し
ま
す
。

約
14
日
と
い
う
短
期
間
で

こ
の
栄
養
状
態
を
改
善
さ

せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
の

で
、
栄
養
管
理
の
ゴ
ー
ル

と
し
て
は
「
現
在
の
栄
養

状
態
を
で
き
る
か
ぎ
り
維

持
す
る
こ
と
」
に
な
り
ま

す
。
こ
の
14
日
間
に
早
期

に
循
環
動
態
を
安
定
さ
せ

て
栄
養
管
理
を
行
い
、
消

化
管
を
動
か
す
こ
と
で
免

疫
力
を
維
持
し
、
早
期
離

床
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
、
栄
養
状
態
の
維
持
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
と
な

り
ま
す
。

阿
部　
当
施
設
で
は
、
事

前
に
入
所
予
定
者
が
入
院

し
て
い
る
病
院
に
う
か
が

い
、
在
宅
復
帰
な
の
か
看

取
り
な
の
か
、
ご
家
族
の

希
望
を
う
か
が
っ
た
う
え

で
ご
本
人
の
病
態
や
全
身

状
態
、
栄
養
状
態
を
評
価

し
、
ど
こ
ま
で
改
善
で
き

る
か
を
考
え
、
ケ
ア
の
目

標
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

ご
家
族
は
当
然
な
が
ら
、

到
底
実
現
不
可
能
な
希
望

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

希
望
の
す
べ
て
を
実
現
す

る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
実
現
可
能

な
範
囲
を
ご
家
族
に
お
示

し
し
、
現
実
的
な
ゴ
ー
ル

を
設
定
す
る
こ
と
が
私
た

ち
専
門
職
の
使
命
だ
と
思

い
ま
す
。

大
久
保　
特
養
は
入
所
さ

れ
て
い
る
方
々
に
と
っ
て

終
の
棲
家
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
栄
養
ケ
ア
の

ゴ
ー
ル
は
、
最
期
ま
で
そ

の
人
ら
し
く
心
安
ら
か
に

過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
も

し
、
そ
の
生
活
の
な
か
で

誤
嚥
性
肺
炎
や
脱
水
、
腸

閉
塞
な
ど
で
入
院
す
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
病

院
で
２
週
間
ほ
ど
治
療
を

受
け
る
間
に
寝
た
き
り
と

急
性
期
か
ら
看
取
り
ま
で

ゴ
ー
ル
が
異
な
る
栄
養
管
理



（3）　2017（平成29）年10月号

参加者
募集 11月16日（木） 19：00～20：30

栄養経営のスペシャリストをめざし、さらなるレベルアップをはかる！

関東支部研究会 開 催

【お問い合わせ・お申し込み先】　一般社団法人日本栄養経営実践協会関東支部（日本医療企画関東支社内）　TEL03-3256-2885（担当：子安）

日本栄養経営実践協会

日本栄養経営実践協会関東支部では、栄養部門にかかわる多様な課題を地域で解決できる人材の育成と、
問題意識を持った栄養経営士同士のネットワークづくりを目的として、研究会を開催しています。
講義で学び、ディスカッションにより理解を深め、交流を通じて新たなネットワークを築ける場として、ぜひご参加ください！

※講師に聞きたいことなどの質問事項も、事前に受け付けます。

日本栄養経営実践協会会員：1,000円（税込）
その他一般：3,000円（税込） 

受 講 料

株式会社日本医療企画もとみやセミナールーム
（東京都千代田区神田東松下町17 もとみやビル３階）

会　  場

講義後、ディスカッションを開催いたします。講師の先生をはじめ、参加された皆様による情報交換などを通してネットワークを深めていただければと思います。ふるってご参加ください！

テーマ：「医原性サルコペニア」をつくらないための栄養士と看護師のリハ栄養
「医原性サルコペニア」をつくらないために、リハ栄養実践を、看護師と一緒に考えてみませんか？
講  師：古谷房枝先生（千葉県千葉リハビリテーションセンター・教育担当 副看護部長）

な
っ
て
廃
用
が
進
行
し
、

退
院
後
は
か
え
っ
て
Ａ
Ｄ

Ｌ
が
低
下
し
ま
す
。
そ
う

し
た
リ
ス
ク
を
低
減
し
て

い
く
こ
と
も
、
栄
養
ケ
ア

の
大
切
な
ゴ
ー
ル
と
な
り

ま
す
。

―
―
日
々
の
業
務
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

栄
養
管
理
の
ア
ウ
ト
カ
ム

を
求
め
て
い
ま
す
か
？

森　
14
日
間
と
い
う
短
い

期
間
で
ア
ウ
ト
カ
ム
を
明

示
す
る
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
急
性
期
病
院
の
使
命

は
、
手
術
や
治
療
し
た
患

者
さ
ん
の
病
態
を
で
き
る

だ
け
安
定
さ
せ
て
、
回
復

期
や
療
養
期
の
施
設
に
ご

紹
介
す
る
こ
と
で
す
。
し

た
が
っ
て
栄
養
管
理
に
お

い
て
も
、
静
脈
栄
養
か
ら

経
腸
栄
養
、
可
能
で
あ
れ

ば
経
口
摂
取
へ
の
移
行
を

図
り
、
で
き
る
だ
け
療
養

し
や
す
い
栄
養
状
態
に
し

て
お
送
り
す
る
こ
と
が
ア

ウ
ト
カ
ム
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

阿
部　
老
健
で
は
頻
回
に

血
液
検
査
が
で
き
な
い
の

で
、
栄
養
ケ
ア
の
ア
ウ
ト

カ
ム
を
数
値
化
す
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
ね
。
急
性

期
病
院
か
ら
来
ら
れ
た

方
々
の
入
所
が
多
い
当
施

設
で
す
が
、
在
宅
復
帰
を

め
ざ
す
場
合
の
栄
養
ケ
ア

の
ア
ウ
ト
カ
ム
は
、
食
事

の
際
の
姿
勢
の
保
持
が
可

能
か
ど
う
か
な
ど
、
日
々

の
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
変
化
を
追
っ

て
い
く
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。

大
久
保　
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下

を
防
ぐ
た
め
、
入
院
さ
せ

な
い
こ
と
が
当
施
設
に
お

け
る
栄
養
ケ
ア
の
ゴ
ー
ル

で
す
か
ら
、
ア
ウ
ト
カ
ム

も
誤
嚥
性
肺
炎
や
排
便
障

害
、
脱
水
な
ど
、
食
事
や

水
分
が
安
全
か
つ
確
実
に

摂
取
で
き
れ
ば
防
げ
る
入

院
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
誤
嚥
性
肺

炎
を
低
減
す
る
た
め
、
食

事
形
態
の
調
整
や
食
事
介

助
を
工
夫
す
る
な
ど
環
境

調
整
を
行
え
ば
、
適
正
な

栄
養
量
を
充
足
す
る
こ
と

が
で
き
、
脱
水
の
リ
ス
ク

も
少
な
く
な
る
…
…
。
排

便
も
な
る
べ
く
自
然
排
便

を
促
し
、
便
秘
と
下
痢
を

繰
り
返
さ
せ
な
い
。
こ
れ

ら
の
リ
ス
ク
は
密
接
に
関

係
し
て
い
て
、
適
切
な
栄

養
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
リ

ス
ク
連
鎖
を
断
ち
切
れ
る

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
は
管
理
栄
養
士
が
１
人

で
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
多
職
種
に
対

社会福祉法人北野会
特別養護老人ホームマイライフ徳丸 主任管理栄養士
日本栄養経営実践協会関東支部理事

大久保 陽子さん

埼玉医科大学国際医療センター
栄養部主任・NST事務局 NST専従管理栄養士

森 ひろみさん

し
、
な
ぜ
食
形
態
を
調
整

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
ど
の
よ
う
に
食
事
介

助
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど

を
丁
寧
に
説
明
し
、
ラ
キ

ソ
ベ
ロ
ン
の
低
減
率
な
ど

の
ア
ウ
ト
カ
ム
デ
ー
タ
を

示
す
こ
と
で
栄
養
ケ
ア
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
。
栄
養

ケ
ア
の
改
善
プ
ラ
ン
を
提

案
し
た
ら
、
そ
の
結
果
を

デ
ー
タ
化
し
、
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
共
有
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
ね
。

―
―
来
年
度
は
、
診
療
報

酬
と
介
護
報
酬
の
ダ
ブ
ル

改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

森　
来
年
度
の
診
療
報
酬

改
定
で
は
、
退
院
後
の
施

設
や
在
宅
に
移
ら
れ
た
患

者
さ
ん
に
対
す
る
栄
養
管

理
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
急
性
期
病
院
の
管
理
栄

養
士
も
、
老
健
や
特
養
で

ど
の
よ
う
な
栄
養
ケ
ア
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知

り
、
た
と
え
短
い
間
で
も

退
院
先
の
施
設
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
な

栄
養
管
理
を
実
施
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
し
ま
し
た
。

阿
部　
現
在
、
通
所
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
々
に
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
栄
養

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
を
算

定
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
ご

利
用
者
の
ご
家
族
に
了
解

を
と
っ
て
栄
養
ケ
ア
計
画

を
作
成
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
な
が
ら
栄
養
評
価
し

て
い
き
ま
す
。
常
時
、
10

数
人
に
対
し
て
算
定
し
て

い
ま
す
が
、
入
所
さ
れ
て

い
る
方
々
の
栄
養
ケ
ア
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
経
口
維

持
加
算
と
並
行
し
て
行
っ

て
い
る
の
で
、
か
な
り
の

負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
在
宅
の
方
々
に

対
す
る
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
管
理
栄
養
士
の
配

置
加
算
に
つ
な
が
る
と
あ

り
が
た
い
で
す
。

大
久
保　
た
だ
し
、
管
理

栄
養
士
を
配
置
す
る
だ

け
、
計
画
書
を
示
す
だ
け

の
加
算
で
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
貴
重
な
社
会
保

障
費
が
財
源
な
の
で
、
国

民
の
皆
さ
ん
に
納
得
い
た

だ
け
る
よ
う
な
成
果
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
わ

れ
わ
れ
栄
養
経
営
士
が
頑

張
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
ね
。

各
施
設
で
め
ざ
す
べ
き

栄
養
管
理
の
ア
ウ
ト
カ
ム

栄
養
経
営
士
の
視
点
で
捉
え
る

来
春
ダ
ブ
ル
改
定
の
ゆ
く
え
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日本栄養経営実践協会 情報掲示板

栄養士のためのスキルアップセミナー in 大阪
～糖尿病・腎臓病の栄養食事指導を再考察しよう！～

　株式会社日本医療企画は、「糖尿病・腎臓病重症化対策」にスポットを

当てた2部構成のセミナーを開催します。セミナーでは、“栄養食事指導”に

関する最新情報を発信するとともに、日常業務における疑問点などに講師

が答える質疑応答コーナーを設け、参加者のスキルアップをサポート。受講

特典として『栄養士ダイアリー2018』を贈呈、糖尿病や腎臓病に考慮した

食事の試食付き。

○日　時：11月26日（日）11：30～16：00

○講　師：山本國夫氏（大手前大学健康栄養学部教授）

　　　　　松岡幸代氏（オフィスクレセール　管理栄養士）

○会　場：大和ハウス工業株式会社本社2Ｆセミナールーム（大阪市北区）

○参加費：日本栄養経営実践協会会員5,000円、一般6,000円

○定　員：100名

○お申し込み：ホームページ（http://www.jmp.co.jp/seminar/
nutritionist/skillup/2017oosaka/）

○お問い合わせ：株式会社日本医療企画
　　　　　　　　TEL：06-7660-1761（担当：喜津木）

セミナー情報

“惑星直列”観察ツアー（全6回）

　診療報酬・介護報酬の同時改定、第7次医療計画、第7期介護保険

事業（支援）計画など、重要施策が一斉にスタートする2018年度は

医療・介護の大きな節目の年であり、“惑星直列”とも呼ばれています。

「“惑星直列”観察ツアー」では、NB lab代表の神内秀之介氏が、

最新情報と重要事項を時系列で徹底解説。各施策にどう向き合って

いくかを検討していきます。

○日　時：毎月第4金曜日　18：30～20：00

11月24日（金）、12月22日（金）、1月26日（金）、2月23日

（金）、3月23日（金）　※第1回は終了

○講　師：神内秀之介氏（NB lab代表）

○会　場：日本医療企画北海道支社セミナールーム（札幌市中央区）

○参加費：日本栄養経営実践協会会員1000円（各回）、
　　　　　一般1,500円（各回）

○定　員：30名

○お問い合わせ：日本栄養経営実践協会北海道支部
　　　　　　　　TEL：011-223-5125（担当：緑川）

北海道支部

最
新
版
『
国
民
の
栄
養

白
書
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
〝
介
護
栄
養
〟
で

す
。
フ
レ
イ
ル
・
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
・
ロ
コ
モ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
等
、
近
年
、
高
齢

者
の
栄
養
状
態
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
研
究
が
進

み
、
多
く
の
高
齢
者
が
低

栄
養
状
態
に
あ
り
、
ほ
ど

な
く
身
体
状
況
の
悪
化
に

よ
り
寝
た
き
り
の
状
態
に

陥
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
適
切
な

栄
養
ケ
ア
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
身

体
状
況
を
改
善
で
き
る
こ

と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。超

高
齢
社
会
が
ま
す
ま

す
進
展
す
る
な
か
、
栄
養

ケ
ア
の
あ
り
方
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
治
療
を

優
先
し
た
「
マ
イ
ナ
ス

（
食
事
制
限
）の
栄
養
ケ
ア
」

か
ら
、
高
齢
者
の
生
活
に

重
き
を
置
い
た
「
プ
ラ
ス

の
栄
養
ケ
ア
」
へ
と
転
換

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

人
生
の
最
期
の
瞬
間
ま

で
家
族
と
食
卓
を
囲
ん
で

語
ら
い
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
そ
の
願
い
を
叶
え
る

栄
養
ケ
ア
を
本
書
で
は
、

〝
介
護
栄
養
〟
と
定
義
づ

け
て
い
ま
す
。

〝
経
口
摂
取
〟〝
自
立
排

泄
〟〝
リ
ハ
ビ
リ
〟に
関
す

る
各
専
門
家
を
中
心
に
、

〝
介
護
栄
養
〟
の
最
前
線

で
活
躍
す
る
17
人
の
医
療

人
が
、
人
間
の
尊
厳
を
重

視
し
た
、
正
に
命
の
栄
養

ケ
ア
の
大
切
さ
を
論
じ
ま

す
。
超
高
齢
社
会
の
め
ざ

す
べ
き
栄
養
ケ
ア
の
明
日

と
、
管
理
栄
養
士
が
担
う

べ
き
使
命
が
本
書
に
あ
り

ま
す
。

経
口
摂
取

自
立
排
泄

リ
ハ
ビ
リ
が
守
る
人
間
の
尊
厳
！ 

最新版『国民の栄養白書2017-2018年版』発刊 
超高齢社会のめざすべき
命の栄養ケアがわかる!!

最期まで人間らしく生きることを支える栄養ケアとは？

最期まで自分らしく生きる
命の栄養ケア

介護栄養の時代
監修

『ヘルスケア・レストラン』栄養企画委員会
企画・制作
ヘルスケア総合政策研究所

●B5判並製／186頁
●ISBN978-4-86439-590-8 C3047
●定価：本体4,000円＋税

国民の栄養白書 2016-2017年版
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